
取扱説明書
このたびは当社商品をお買い求めいただき誠にありがとうございました。
ご使用前にこの説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。
お読みになった後もすぐ取り出せる場所に大切に保管してください。
この説明書に書かれている注意事項は、必ず守ってください。
不適切な使用により事故が生じた場合、
当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
転居される場合、次に入居される方にこの説明書と保証書をお渡しください。

もくじ
各部の名称･･････････････････････････2
特　長･･････････････････････････････3
安全上のご注意･･････････････････････4
ご使用前に･･････････････････････････9
ご使用方法･･････････････････････････10
お手入れ方法････････････････････････13
冬期凍結の恐れがある場合････････････20
長期間使用しない場合････････････････23
修理を依頼される前に････････････････24
アフターサービスについて････････････27
仕　様･･････････････････････････････29
保証書･･････････････････････････････31

洗面器セット
保証書付



2

●各部の名称

各
部
の
名
称

【シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）】�

【シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）】�

【シングルレバー混合水栓】�
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●特　長
●レバーハンドルひとつで吐出量と温度（混合水栓）が簡単に調節でき、
節水効果があります。�
（シングルレバー混合水栓）�
●エコダイヤル操作であらかじめ適量調節ができます。レバーハンドルを
上げても出し過ぎることがなく、最大約50％節水できます。�
※エコダイヤル付水栓の場合のみ�
●バルブはセラミックを使用し、優れた耐久性があります。�
●レバーハンドルが使い易い正面位置にあるとき水になるので、無意識で
の湯の使用や無駄な給湯器の着火を抑制できます。�
（シングルレバー混合水栓の場合）�

特
　
長
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･･････････「してはいけません！」（一般的な禁止記号です。）

･･････････「分解してはいけません！」

･･････････「バスルームやシャワールームなどの水場で使用してはいけません！」

･･････････「指示した場所に触れてはいけません！」

･･････････「指示通りにしなさい！」（一般的な行動指示記号です。）

●安全上のご注意（お使いになる前に必ずお読みください。）
●ご使用の前に、この「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお使い
ください。
●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果に結び付く可能性があ
ります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず
守ってください。

安
全
上
の
ご
注
意

用語および記号の説明

警告�
修理技術者以外の人は、取扱説明書に記載された事項以外では、絶対に分解し
たり修理・改造は行わないでください。�
※ケガをする恐れがあります。� 分解禁止�

小さいお子さまだけでの使用は避けてください。  �
※ヤケドやケガをする恐れがあります。 禁止�

他所の水栓の同時使用等により圧力変動が起こり、お湯の使用 中に湯温が急上
昇することがありますので注意してください。   �
※同時使用際に充分注意しないとヤケドをする恐れがあります。� 指示実行�

･･････････
「取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態
が生じることが想定されます。」

･･････････
「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか又は物的損害のみが
発生する危険な状態が生じることが想定されます。」

･･････････
「注意しなさい！」（上記の『警告』『注意』と併用して注意をうなが
す記号です。必ずお読みになり、記載事項をお守りください。）

警告

注意

禁止�

分解禁止�

指示実行�

水場使用禁止�

接触禁止�
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安
全
上
の
ご
注
意

商品が破損したり、ガタついたり、あるいは取り付けがゆるんだ状態でのご使
用はしないでください。すぐにお取り替えや修理依頼してください。�
※落下の恐れや破損部位でケガをする恐れがあります。� 禁止�

商品にもたれたり、たたいたり、強い衝撃を与えたり、固いものをぶつけたり、
冷水・熱湯などをかけたりしないでください。�
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。� 禁止�

水道水以外は使用しないでください。�
※内部の腐食により、破損や漏れ、故障の原因となります。� 禁止�

ストーブやヒーターなど熱を発生するものの近くに設置しないでください。�
※変色や変形、火災をおこす恐れがあります。� 禁止�

洗面器の上に乗ったり重いものを乗せたりしないでください。�
※変形や破損してケガをする恐れがあります。� 禁止�

注意�

陶器にひびが入ったり、割れた場合、破損部には素手で触らないでください。�
※破損部でケガをする恐れがあります。�

禁止�

陶器にひびが入ったままで使用しないでください。�
※陶器が割れてケガをする恐れがあります。� 禁止�

レバーハンドルを操作するときは、ゆっくり動かしてください。  �
※急に操作すると音が出たり、吐出温度が急に変わります。�
※急な操作を行うと、洗面器の外へ水が飛び出て、家財などを濡らす財産損害
発生の恐れがあります。  

指示実行�

水が洗面器内に残っているうちにレバーハンドルのON、OFF操作をくり返さ
ないでください。�
※洗面器の外へ水が飛び出て、家財などを濡らす財産損害発生の恐れがありま
す。  

禁止�

お湯の使用中に、他所の水栓の同時使用のないように、注意してください。 �
※圧力変動がおこり、湯温が急上昇して、ヤケドをする恐れがあります。 指示実行�
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安
全
上
の
ご
注
意

注意�

お使いになる前に、必ず適温であることを確かめてください。    �
※高温の湯が吐出しヤケドをする恐れがあります。�

給湯温度は最高85℃まででお使いください。    �
※85℃より高温でご使用になると器具の寿命が短くなり、破損して、ヤケド
をする恐れがあります。�
なお、安全のため60℃給湯をおすすめします。 

お湯をお使いになるときは、必ずレバーハンドルを水側から開栓してください。
その後ゆっくり湯側へ回し、お好みの温度に調節してください。    �
※湯側から先に開栓すると高温の湯が吐出しヤケドをする恐れがあります。 

高温の湯をお使いの後は、水栓内に高温の湯が残らないよう、しばらく水を流
してください。    �
※次に使用すると、水栓内に滞留した高温の湯が出て、ヤケドをする恐れがあ
ります。�
※次の使用者が誤って高温の吐水口に触り、ヤケドをする恐れがあります。 

指示実行�

ストレーナーの掃除をする際は、いきな りストレーナーを取り外さないで止水
栓を閉めてから行ってください。（P.15参照）�
※閉じずに作業を行うと湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財などを濡らす
財産損害発生の恐れがあります。�

指示実行�

指示実行�

指示実行�

指示実行�

高温の湯をお使いのときには、吐水口、台座、引き棒、ホースは高温になって
います。直接、肌を触れないようにしてくだ さい。   �
※ヤケドをする恐れがあります。 接触禁止�

水栓の左側は給湯側のため高温になっています。金具の表面に直接、肌を触れ
ないようにしてください。   �
※ヤケドをする恐れがあります。 接触禁止�

お湯をお使いのときは、エコダイアルを操作しないでください。    �
※湯温が上がり、ヤケドをする恐れがあります。� 禁止�
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吐水口先端に重いものを下げたり、力をかけたりしないでください。 �
※摩耗・変形などで部品の寿命が短くなり、漏水の原因となります。 禁止�

配管からの漏水を起こすことがありますので、レバーハンドル操作の急閉止は
しないでください。�
※漏水により家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。�

レバーハンドルを操作するときは、レバーを持って操作してください。�
※レバー以外をつかんで操作すると、指をはさんでケガをする恐れがあります。�

注意�

指示実行�

指示実行�

メッキ面のハガレはそのまま放置しないでください。�
※メッキ面のハガレやキズで手をケガする恐れがあります。� 指示実行�

給水圧力は給湯圧力より必ず高くしてください。�
※正常な温度調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。� 指示実行�

定期的に、配管の漏水やガタつきがないか確認してください。    �
※部品破損によりヤケドやケガをしたり、漏水で家財などを濡らす財産損害発
生の恐れがあります。� 指示実行�

指示実行�

鉛筆、ボールペン、クシ、歯ブラシなどを誤って洗面器排水口に落とした場合
は、水を流す前に必ず拾い出してください。�
※排水管が詰まり排水があふれる恐れがあります。 

高温の湯をお使いのときには、吐水口やエコダイアル
付近は高温になっています。直接、肌を触れたり、エ
コダイアルを操作しないでください。  �
※ヤケドをする恐れがあります。 

接触禁止�
高温 
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注意�

凍結が予想される場合は、室内を保温して氷点下にならないようにしてください。�
（寒冷地仕様の場合は、配管の水抜操作と水栓の水抜操作を行ってください）�
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。� 指示実行�

【一般地仕様の場合】凍結のおそれがあるときは、凍結予防の措置を行ってく
ださい。（P.20参照）�
※変形したり故障して、漏水の原因となります。�

【寒冷地仕様の場合】凍結が予想される際は、配管の水抜操作と水栓の水抜操
作を行ってください。�
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。�

指示実行�

寒冷地用の場合、水抜栓は水抜き以外の目的で開けないでください。�
※湯水が噴き出し、ヤケドや家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。 禁止�

寒冷地用の場合、凍結時に解氷機をご使用の際は、水栓本体部には絶対に通電
しないでください。 �
※発熱により水栓が破損して漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあり
ます。 

禁止�

吐水口部引出し口に直接水をかけないでください。 �
※水がキャビネット内に侵入し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがありま
す。 禁止�

キャビネット内の物を出し入れするとき、給水・給湯ホースに引っ掛けるなど
ホースに無理な力が加わらないようにしてください。 �
※ホースに無理な力が加わり、給水・給湯ホースの外れや損傷による漏水の原
因になります。�

禁止�

陶器のお手入れには次の洗剤を使用しないでください。 �
・強いアルカリ性洗剤、フッ素系洗剤、研磨剤入りの洗剤�
※陶器表面を傷つけてしまいます。�

・撥水作用や表面コート作用のある洗剤、お掃除道具�
※陶器表面を成分が覆ってしまい防汚性能が発揮できなくなります。�

禁止�
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●ご使用前に
■給湯機器と組み合わせてご使用の場合�

■流量の調節【シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合】�

●流量が不足している場合�

●給湯圧力が低いときや水温が高いときは、給湯機器が着火しない場合があります。（直
圧式給湯機器の場合）�
この場合は給湯機器の設定温度を下げ、レバーハンドルを少し湯側へ回してご使用くだ
さい。�
※流量が不足し給湯機器が着火しない場合は、「流量の調節」を参照し、定流量弁を取
り外してください。（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�

●能力切替付の給湯機器では、能力を季節に合わせてご使用ください。�
※流量を絞って使用すると給湯機器が着火しない場合がありますので、ご注意ください。�
（直圧式給湯機器の場合）�

止水栓を全開にします。�
※節水のため定流量弁を内蔵していますので、一定以上の流量（約6L/分）は出ません。�
※流量の目安は、市販の洗面器（容量3L）をいっぱいにするのに約30秒です。�

（1）低圧現場または減圧弁付きの電気
温水器と組み合わせる場合は、定
流量弁を取り外してください。�
※取外し方法は、P.15「ストレー
ナーの掃除」の要領で行ってく
ださい。�

（2）定流量弁を取り外したあと、流量
の調節を行ってください。�
※流量の目安は、市販の洗面器（
容量3L）をいっぱいにするのに
約30秒です。�

ご
使
用
前
に
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ご
使
用
方
法

■お湯の温度調節
●レバーハンドルが使いやすい正面位置で水に
なるので、無意識での湯の使用や、無駄な給
湯器の着火を抑制できます。左方向へ回すと
吐水温度が上がります。

出る�

止まる�

レバーハンドル�

■止水栓による流量調節の方法
●流量の調節は、止水栓を調節して行ってくだ
さい。

※設置時にあらかじめ流量調節がしてありま
す。流量を変更したい場合は止水栓を調節
してください。
※定流量弁が入っていますので、止水栓を一
定以上開いても流量は変わりません。

●ご使用方法

※低圧現場で定流量弁が取り外されている場
合、湯・水各々がレバーハンドル全開で約
6L/min以下になるように、必ず止水栓で
流量調節してください。吐水量が多すぎる
と水はねが起こり、使用しづらくなります。

【シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合】

■排水口カバーの操作
●排水口カバーを閉める場合は、水栓後部のレ
バーを引いてください。
●排水口カバーを開ける場合は、水栓後部のレ
バーを押してください。

6L/minの目安：市販の洗面器（容量3L）をいっぱいにするのに約30秒。

排水口カバー�

閉まる 

開く 

レバー�

■吐水量の調節
●レバーハンドルを上げると吐水し、上げ具合
で吐水量を調節できます。
レバーハンドルはどの位置でも下げると止水
します。

注　意�
●必ずレバーを持って操作してください。�
※レバー以外をつかんで操作するとケガ�
　をする恐れがあります。�

湯が混ざり始める位置を�
クリックでお知らせします。�

クリックより左側では湯が�
出ています。�
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■吐水量の調節
●レバーハンドルを上げると吐水し、上げ具合
で吐水量を調節できます。
レバーハンドルはどの位置でも下げると止水
します。

【シングルレバー混合水栓、シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の場合】

出る 

止まる 

レバーハンドル�

●エコダイヤルを右方向に回すと吐水量が減り
（節水）、左方向に回すと通常の吐水量になり
ます。
※エコダイヤルの操作角度は約90°です。
※吐水口引出式にはエコダイヤルがありませ
ん。

通常吐水 最大節水 

約90°回転 

ご
使
用
方
法

■お湯の温度調節
●レバーハンドルが使いやすい正面位置で水に
なるので、無意識での湯の使用や、無駄な給
湯器の着火を抑制できます。左方向へ回すと
吐水温度が上がります。

注　意�
●必ずレバーを持って操作してください。�
※レバー以外をつかんで操作するとケガ�
　をする恐れがあります。�

湯が混ざり始める位置を�
クリックでお知らせします。�

クリックより左側では湯が�
出ています。�

■エコダイヤルの操作
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■流量の調節
●水圧が高いところで使用される場合は、水側の止水栓を絞ってご使用ください。
湯と水の吐水量がほぼ同じになるように水の量を絞ってください。
※吐水量が多いと、特にエコダイヤルで吐水量を絞ったときに、レバーハンドルの吐水量
調節がしにくい場合があります。
※止水栓の調節の仕方は、P.10を参照してください。

ご
使
用
方
法

■ホース引出長さの調節【シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の場合】

●吐水口部は、最長約300mmまで引き出せ
ます。お好みの長さでご使用ください。

●吐水口部の出し入れがしにくいときは、シャワーホースに
手をそえて収納してください。�
●寒い時期、吐水口部の出し入れが固いときは、しばらくの
間ホースにお湯または水を通水してください。�

ポイント�

約300mm

■排水口カバーの操作
【シングルレバー混合水栓の場合】 閉まる 

開く 

レバー�

排水口�
カバー�

●排水口カバーを閉める場合は、洗面器上のレ
バーを引いてください。
●排水口カバーを開ける場合は、洗面器上のレ
バーを押してください。

●排水口カバーを閉める場合は、水栓後部のレ
バーを引いてください。
●排水口カバーを開ける場合は、水栓後部のレ
バーを押してください。

【シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の
場合】

レバー�排水口�
カバー�

閉まる�

開く�

【シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の場合】

【シングルレバー混合水栓の場合】
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●お手入れ方法

日常のお手入れ

■洗面器

お
手
入
れ
方
法

●水栓の表面の汚れは、乾いた柔らかい布でふきとってください。それでも落ちないとき
は、水ぶきし、最後にからぶきしてください。

■水栓金具

●KILAMIC抗菌商品についての注意�
●KILAMIC抗菌商品は、表面に菌が付着したときに抗菌効果を発揮し、菌の働きによ
る汚れの生成を抑制します。ホコリ・油膜等が表面を覆った場合、この上に付着す
る菌に対しては充分な抗菌効果を発揮できません。�
●KILAMIC抗菌商品は、商品表面の細菌の繁殖を抑える効果を持ちますが、細菌が全
くなくなるわけではありません。�
したがって感染などが防げるわけではありません。�
●抗菌製品技術協会の抗菌製品規格SIAAに適合した商品です。�
KILAMIC抗菌商品は、経済産業省と抗菌製品技術協議会（SIAA）の推進によって
抗菌JIS規格（JISZ2801）からISO規格（ISO22196）になりました。�

●アクアセラミック仕様の場合�
アクアセラミックは親水性が高く、鉢面に付着した汚れが落ちやすいですが、お掃除
が不要になるものではありません。陶器表面に汚れが残ってしまう場合があります。
定期的なお掃除をお願いします。�

●品番の最初に「Y」が付いている洗面器はアクアセラミック仕様です。�
（例：YL-XXXX）�
ハイパーキラミック仕様の洗面器は「Y」はありません。（例：L-XXXX）�
お掃除はアクアセラミック仕様同様のお手入れをしてください。�

●次の洗剤、道具は使用しないでください。�
・強いアルカリ性の洗剤または漂白剤、フッ素
系洗剤（フッ化水素、フッ化アンモニウムを含
む）�
※陶器表面が侵され、アクアセラミックの機
能が損なわれます。�

・金属製のブラシや研磨剤入りの洗剤、お掃除
道具�
※陶器表面が傷つき、アクアセラミックの機
能が損なわれます。�

・撥水作用や表面コート作用などがある洗剤やお掃除道具�
※成分に陶器表面が覆われてしまい、アクアセラミックの効果が発揮できなくなり
ます。�
使用によって撥水してしまった場合は、メラミンスポンジや食器用中性洗剤で掃除
することにより効果を復元できます。�

研磨剤入り�
ナイロンたわし�

金属ブラシ�紙やすり�
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お
手
入
れ
方
法

■排水トラップ、排水口カバーのお手入れ

（1）排水トラップの真下に配管内の封水を受ける容器を置きます。
（2）袋ナットをゆるめて排水トラップを取り外し、ゴミを取り除きます。
（3）排水管の掃除を行った後、再度ナット部をモーターレンチ等で締め付けます。

※パッキンの入れ忘れがないように注意してください。漏水の原因となります。
※袋ナットとパッキンのはめ合いは、きつめになっていますので、袋ナットをねじりな
がらはめ込んでください。
※袋ナットはモーターレンチ等でしっかり締め付けます。締め付けがゆるいと、漏水や
トラップの脱落の恐れがあります。

（4）一度水栓から水を流し、排水管から水が漏れていないことを確認します。

洗面器、手洗器の水はけが悪くなった際は、市販の排水管洗浄剤（中性または
弱アルカリ性）でお手入れしてください。
※お手入れ後は洗浄剤が中に残らないよう、水で十分洗い流してください。

排水管洗浄剤を使用しても水はけが良くならない場合は、下記手順で排水ト
ラップの掃除をしてください。

上記確認を怠ると、排水口から下水の臭いが漏れてくることがあります。�
お手入れ後は必ず水を流して確認してください。�

注 意�

注意�
手洗器に酸性・アルカリ性の洗剤や薬品、油類を流さない。�
※手洗器排水管を傷め、水漏れして家財などを濡らす物的損害発生の原因
になります。� 禁止�

（5）排水口カバーのストレーナーにたまったゴミは取り除いてください。

ワッシャー�

パッキン�

排水�
トラップ�

袋ナット�

パッキン�

ワッシャー�

パッキン�

袋ナット�

排水�
トラップ�

パッキン�

 

袋ナット�
S管�

パッキン�

排水�
トラップ�

袋ナット�

ワッシャー�

パッキン�

袋ナット�

ワッシャー�

パッキン�

袋ナット�

L管�

パッキン�

排水�
トラップ�
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お
手
入
れ
方
法

■ストレーナーの掃除【シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合】

（1）止水栓を閉じます。

（2）レバーハンドルを湯水それぞれで開いて
圧抜きをした後、レバーハンドルを閉じ
ます。

（3）洗面器等の水受けを止水栓の下に置き、水側の止水栓についているぬけ止めカバーと
クリップを取り外し、フレキホースを取り外します。

出る�
�

止まる�
�

湯�

水�

（4）レバーハンドル側で開きフレキホースか
ら出てくる残水を洗面器等の水受けで受
け取ります。

水側止水栓�

Oリング�

Oリングを傷つけたり、ゴミかみをしな
いようにしてください。�
※漏水の原因になります。�

注 意�

クリップ�

抜け止めカバー�

ソケット�

ゴミを取り除くため、ストレーナーの掃除を以下の要領で行ってください。
水栓内の残水がこぼれるため、洗面器等の水受けとタオルをご用意してください。
※先にストレーナーを取り外すと残水が勢いよく排出され、ストレーナーと定流量弁を
紛失する恐れがあるため、フレキホースから残水を抜く作業（1～4）を行ってくだ
さい。
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（5）フレキホースを水側の止水栓にクリップとぬけ止めカバーで取り付けます。

曲げ半径は�
30mm以上�

給水・給湯ホース�

給水・給湯ホースを差し込むときは、
無理に曲げないようにしてください。�
※漏水の原因になります。�

注 意�クリップ�

クリップ�

2つのツバ部をクリップの溝�
にしっかりはめてください。�

抜け止め�
カバー�

（6）カバーと固定リングを外し、ホースソケットを接続管プラグから取り外します。

（7）ストレーナーを取り外し、ストレーナーのゴミ等を洗い流します。

（8）ストレーナーを取り付け、ホースソケットを接続管プラグに取り付け、固定リング、
カバーを取り付けます。

●ストレーナーを取付ける時
凸部を上向きにしてくださ
い。�
※逆に取り付けるとソケット
がしっかり接続されず漏水
の原因になります。�

●ストレーナー下側の定流量弁が
外れた場合は、Oリングが見え
る面を上に向けて取り付けてく
ださい。�
※上下を誤って取り付けると、流
量が多くなったり、Oリングが
外れ、弁が詰まることで止水不
良になる恐れがあります。�

注 意�

定流量弁�
�

定流量弁�
（ピンク）�

�

ストレーナー�
�

ソケット�

上面�
�

下面�
�

お
手
入
れ
方
法
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■整流口の掃除

以下手順で行ってください。

お
手
入
れ
方
法

（1）排水口カバーを閉めます。

（3）整流口を小型のマイナスドライバーを
使って手前に引き出します。

【シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合】

吐水が乱れる場合は整流口の掃除を、以下の要領で行ってください。

（2）小型のマイナスドライバーで吐水口裏の
ストップリングを外します。

必ず排水栓を閉めてください。�
※取り外した部品を紛失する恐れがあ
ります。�

注 意�

排水口カバー�

レバー�

上げると閉まる�

ストップリング�

ストップリングを紛失しないようにド
ライバーはゆっくり起こしてください。�
※紛失すると整流口を固定できなくな
ります。�

注 意�

整流口�
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【シングルレバー混合水栓の場合】

※上記処置で故障が直らない場合は、取扱店またはLIXIL修理受付センターへ
ご相談ください。

吐水口内部のゴミ詰まりは機能を低下させま
す。ときどき次の要領で掃除してください。
●整流口を工具（モンキーレンチ）で取り外
し、整流ユニットを水で掃除してください。
※整流口の取り外しは、直接工具を掛けます
と整流口をキズつける場合があります。必
ず布などを当てて工具を掛けてください。

整流ユニット 

整流口 

■配管まわりの水漏れ（年2回）
配管まわりの水漏れがないか確認してくだ
さい。
●劣化・磨耗などで部品が破損し、ケガを
したり、水漏れして家具などをぬらす財
産損害発生の恐れがあります。
水漏れしている場合は、止水栓または元
栓を閉め、お求めの取扱店・販売店また
はLIXIL修理受付センターへ修理をご依
頼ください。

定期的なお手入れ

お
手
入
れ
方
法

（4）整流口のストレーナ－を掃除します。

（5）整流口を元のように吐水口に差し込み、
ストップリングで固定した後、排水口カ
バーを開きます。

ストレーナー�

整流口�

ポイント�
水でゴミを洗い
流す。�

泡沫ユニット 

キャップ�

【シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の場合】

吐水口内部のゴミ詰まりは機能を低下させま
す。ときどき泡沫口の掃除を次の要領で掃除
してください。
●手で泡沫口部のキャップを回して泡沫ユ
ニットを取り外し、泡沫ユニットを水で掃
除してください。
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■定期的な部品交換のお願い
●逆止弁の交換
 （一般地タイプのみ）
交換時期：3～5年
●逆止弁の交換は、お求めの取扱店または
LIXIL 修理受付センターにご依頼くださ
い。（保証書をご覧ください）
●LIXIL修理受付センターにご依頼の場合、
修理料金は“技術料”+“出張料”+“部品
代”で構成されています。

お
手
入
れ
方
法

■水受けタンクの点検（月1回程度）【シングルレバー混合水栓（吐水口引出
式）の場合】

●カウンター・陶器の下またはキャビネッ
ト内の水受けタンクを点検してください。
水受けタンクに水が落ちていればタンク
を取り外し、ふき取ってください。
水をふき取った後は、水受けタンクを元
通りにセットしてください。

ねじ�

水受けタンク�
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●冬期凍結の恐れがある場合

�
�

持ち上げる�

冬
期
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

水栓や配管が凍結すると部品が破損し、漏水の原因となります。
また、凍結による破損は、保証期間内でも有料修理となりますので、ご注意
ください。

■凍結予防のしかた

凍結が予想される場合は、以下の対策で凍結を予防できる場合もあります。
●水栓から少量の水を流し放しにする。
●配管などに保温材を巻く。

凍結が予想される場合は、水栓周囲の温度が氷点下にならないようにしてください。
なお、氷点下になる場合は次の対策をしてください。

（一般地用をご使用の場合）

凍結が予想される場合は、次の手順で水栓の水抜きをしてください。

（寒冷地用をご使用の場合）

1．配管の水抜栓を操作する。

2．レバーハンドル①を上げる。
3．水抜栓②を開ける。
4．レバーハンドル①を全開状態で数回、水
側から湯側まで回す。

5．ホース③を水抜栓②より上に持ち上げ、
上下に振ってホース③内の水を抜く。
※ホースがねじれた状態にならないよう
にしてください。

6．水栓の水が抜けたら、レバーハンドル①
を閉める。
※水抜き完了後は忘れずに水抜栓②を閉
めてください。

【シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合】
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【シングルレバー混合水栓の場合】

凍結が予想される場合は、以下の対策で凍結を予防できる場合もあります。
●水栓から少量の水を流し放しにする。
●配管などに保温材を巻く。

凍結が予想される場合は、水栓周囲の温度が氷点下にならないようにしてください。
なお、氷点下になる場合は次の対策をしてください。

（一般地用をご使用の場合）

凍結が予想される場合は、次の手順で水栓の水
抜きをしてください。

（寒冷地用をご使用の場合）

1．配管の水抜栓を操作する。
2．レバーハンドル①を中央位置に合わせ全開
にする。

3．レバーハンドル①を全開状態で数回、水
側から湯側まで回す。

4．水抜栓②を開ける。
5．エコダイヤル③を2～3回左右に回す。
6．水栓の水が抜けたら、レバーハンドル①を
閉める。
※開けたまま放置するとレバーハンドル①
を閉止できなくなることがあります。無
理な操作をせず通水または自然解凍して
ください。
※再通水前には水抜栓②を閉めてくださ
い。

冬
期
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
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【シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の場合】

凍結が予想される場合は、水栓周囲の温度が氷点下にならないようにしてください。
なお、氷点下になる場合は次の対策をしてください。

凍結が予想される場合は、以下の対策で凍結を予防できる場合もあります。
●水栓から少量の水を流し放しにする。
●配管などに保温材を巻く。

（一般地用をご使用の場合）

凍結が予想される場合は、次の手順で水栓の水
抜きをしてください。

（寒冷地用をご使用の場合）

1．配管の水抜栓を操作する。
2．レバーハンドル①を上げる。
3．水抜栓②を開ける。
4．レバーハンドル①を全開状態で数回、水
側から湯側まで回す。

5．吐水口部③を引き出して振って水をよくき
る。

6．ホース④を水抜栓②より上に持ち上げて、
上下に振って完全に水を抜く。

7．水栓の水が抜けたらレバーハンドル①を閉
める。

※水抜き完了後は水抜栓②を閉めてください。
※開けたまま放置するとレバーハンドル①を閉
止できなくなることがあります。無理な操作
をせず通水または自然解放してしてくださ
い。
※ホースストッパー⑤を外した場合は、元の位
置に取り付けてください。

冬
期
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
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●長期間使用しない場合
■長期間使用しない場合（準備）

■再び使用する場合（試運転）
●止水栓を操作して水栓金具への給水を行いま
す。
※マークしておいた元の位置に止水栓を調節
してください。 長

期
間
使
用
し
な
い
場
合

止水栓�

閉�

最初の位置を�
マークしておく�

止水栓�

開�
元の位置�
にもどす�

●止水栓を操作して、水栓金具への給水を止め
ます。
※このとき最初の位置をマークしておいてく
ださい。止水栓は調節してありますので、
再使用時、元の位置に戻す必要がありま
す。
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●修理を依頼される前に
簡単に故障が直る場合がありますので、修理を依頼される前に下記項目を
ご確認ください。

現　象� 処　置� 参照�
ページ�

点検�
箇所�

確　認　内　容�

流量が少ない�

流量が多い�

吐水が乱れる�

水を止めた後に、�
少しの間水が垂�
れる�

吐水しない�

水
　
栓
�

希望の温度が�
得られない�

水が�
止まらない�
�
�
�
�
�

ハンドルが右側�
に回らない�
�

止水栓の調節は適正ですか？�
（シングルレバー混合水栓、シングルレバー混合水栓�
（吐水口引出式）の場合）�

整流口、泡沫ユニットまたは�
ストレーナーの掃除をする�

定流量弁を取り外して止水栓�
にて流量の調節を行う�

整流口、泡沫ユニットまたは�
ストレーナーの掃除をする�

整流口、泡沫ユニットの掃除を�
する�

整流口、泡沫ユニットまたは�
ストレーナーの掃除をする�

レバーハンドルを確認する。エコ�
ハンドルはレバー操作範囲が従来�
シングルレバーと異なります。�

能力設定を適正にセットする�

止水栓を開く� P.10

P.10

P.10

P.10

P.10

B

B

A、C

A

B

A、C

A、C

P.10、P.11

P.10、P.11

P.10、P.15、�
P.16

P.10、P.15、�
P.16

P.17、P.18

P.17、P.18

P.10、P.11

B P.10、P.11

A P.17、P.18

P.17、P.18

P．17、18

P.15、P.16

止水栓で流量を調節する�

湯側・水側の止水栓の調節は適正ですか？�
（シングルレバー混合水栓の場合）�

エコダイヤルが節水状態になっていませんか？�
（シングルレバー混合水栓の場合）�

止水栓で流量を調節する�

止水栓で流量を調節する�

止水栓は全開にしていますか？�
（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�止水栓を全開にする�

止水栓を全開にする�

給湯機器の温度設定を確認する�

レバーハンドルを絞りすぎていませんか？�

止水栓は開いていますか？�

湯側・水側の止水栓は全開にしていますか？�
（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�

給湯機器から十分なお湯がきていますか？�

レバーハンドルを開ける�

レバーハンドルを開ける�

レバーハンドルは閉じていませんか？�

水圧が低くないですか？�
（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�

定流量弁を取り外して止水栓�
にて流量の調節を行う�

減圧弁付きの電気温水器と組み合わせていませ�
んか？�
（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�

回復するまで待つ�断水中ではありませんか？�

整流口、泡沫ユニットまたはストレーナーに�
ゴミ等が付着していませんか？�

整流口、泡沫ユニットまたはストレーナーに�
ゴミ等が付着していませんか？�

整流口、泡沫ユニットの内部にたまった少量の水が排出されるためで、故障では�
ありません。�

整流口、泡沫ユニットがよごれていませんか？�

レバーハンドルを確認する。エコ�
ハンドルはレバー操作範囲が従来�
シングルレバーと異なります。�

レバーハンドルの操作位置は正しいですか？�

レバーハンドルの操作位置は正しいですか？�

整流口、泡沫ユニットの掃除�
をする�

エコダイヤルを操作する�

整流口、泡沫ユニットにゴミ等が付着していま�
せんか？�

整流口、泡沫ユニットまたはストレーナーに�
ゴミ等が付着していませんか？�

能力切替付きの給湯器と組み合わせてご使用の�
場合、能力設定は適正ですか？�

定流量弁を正しくセットする�定流量弁が取り外されていませんか？�
（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�

低圧の環境や電気温水器との組み合わせの場合、�
定流量弁取外し後、流量を調節しましたか？�
（シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）の場合）�

P.11

P.10

使用時には、他所の水栓を同時�
に使用しないようにする�他所で同時に水栓を使用していませんか？�

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
前
に
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B レバーハンドル�

漏水する�

排
水
口
・
排
水
管
�

P.14

P.14

目皿の掃除をする�

排水管・ボトルトラップの掃除�
をする�

袋ナットを増締めする�

※上記処置で故障が直らない場合は、取扱店またはLIXIL修理受付センターへご相談ください。�

排水口の目皿がゴミ等で詰まっていませんか？�

接続部の袋ナットがゆるんでいませんか？�

排水管・ボトルトラップがゴミ等で詰まっていま�
せんか？�

P.10

現　象� 処　置� 参照�
ページ�

点検�
箇所�

確　認　内　容�

異音がする�

水
　
栓
�

ウォーターハンマー現象が考え�
られます。流量が多いときに急�
に止水すると発生します。�
止水栓で流量を少なくするか、�
ゆっくりとハンドルを閉めてく�
ださい。�

止水栓の調節は適正ですか？�
（シングルレバー混合水栓、シングルレバー混合水栓�
（吐水口引出式）の場合）�

水圧が高いことにより発生する�
流水音が考えられます。�
止水栓で流量を絞ることで流水�
音を低減することができます。�

レバーハンドルを急閉止していませんか？�

排水しない�
あるいは排水が
スムーズでない�

B レバーハンドル�

C ストレーナー�A 整流ユニット�

A 整流ユニット�

A 泡沫ユニット�

（シングルレバー混合水栓 （セパレートタイプ）�
　の場合）�

（シングルレバー混合水栓の場合）�

（シングルレバー混合水栓（吐水口�
　引出式）の場合）�

（シングルレバー混合水栓の場合）�

整流口 

B レバーハンドル�

（シングルレバー混合水栓（吐水口�
　引出式）の場合）�

キャップ�

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
前
に
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■吐水量の調節【シングルレバー混合水栓の場合】
●湯と水の吐水量が同じで、かつエコダイヤルが通常吐水のときに、湯、水各々が約6L/min
（洗面器をいっぱいにするのに30秒程度）以下になるように必ず止水栓（別売品）を絞っ
てください。
※吐水量が多すぎると、水はねや、節水吐水時にレバーハンドルでの吐水量調節がしにく
くなる場合があります。

エコダイヤル 

節水状態で止水栓�
の吐水量調節は行�
わないでください。�

通 常 吐 水 で 約
6L/min（洗面器
をいっぱいにする
のに30秒程度）以
下になるように必
ず止水栓を絞る。 

通常吐水 最大節水 

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
前
に
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●アフターサービスについて

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■修理サービスを依頼される前に
「修理を依頼される前に」の項（P.24、P.25）を参照してください。

■定期点検のおすすめ
有料となりますが、次のような場合は定期的に点検を受けていただくことをおすすめします。
●ご使用上支障がなくても長くお使いいただくため、お買上げより3年たったもの。
●温泉地域および海岸付近など、特に腐食をおこしやすいところで使用されるもの。

■保証書と保証期間
この商品は保証書がついています。保証書は、取扱店で所定事項を記入してからお渡しいた
します。記載内容をご確認いだだき、大切に保管してください。
保証期間は取付日より2ケ年です。
保証期間内でも有料になることがありますので、保証書の記載内容をよくご確認ください。

〈連絡していだだきたい内容〉
1.ご住所、ご氏名、電話番号
2.商品名
3.品番
・洗面器に品番が記載されています。

4.ご購入日
5.故障内容、異常の状況
6.訪問ご希望日

■修理を依頼されるとき
お求めの取扱店または、保証書に記載のLIXIL修理受付センター（フリーダイヤルをご利用
ください）までご相談ください。

〈保証期間中は〉
・修理に際しては、保証書をご提示ください。
・保証書の規定にしたがって修理させていただきます。
〈保証期間が過ぎているときは〉
・修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料にて修理させていただきます。
〈修理料金は〉
・“技術料”+“出張料”+“部品代”で構成されています。

分解禁止�

修理技術者以外の人は、取扱説明書に掲載された事項以外では、絶対に分解
したり修理・改造は行わないでください。
※ケガをする恐れがあります。

警告�



28

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■部品の保有期間について
当社は商品の補修用性能部品（商品の機能を維持するために必要な部品）を製造打切り後最
低6年保有しています。この部品保有期間を修理対応可能の期間とさせていただきます。
保有期間が経過した後でも、故障箇所によっては修理可能な場合がありますのでご相談くだ
さい。

■アフターサービス等についておわかりにならないとき
取扱店またはお客さま相談センター（保証書に記載のフリーダイヤルをご利用ください）へ
お問い合わせください。
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●仕　様

仕
　
様

項　　目� エモア　洗面器セット�

水栓�

使用圧力範囲�

洗面器�

品番�

陶器（アクアセラミック）�

シングルレバー混合水栓�
シングルレバー混合水栓（セパレートタイプ）�
シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）�

床排水式ボトルトラップ／壁排水式ボトルトラップ／床排水／壁排水�

YL-A536＊＊＊、YL-A546＊＊＊�

排水金具�

外形寸法�
（カウンター上）�

550mm×500mm×100mm

0.05（流動圧）～0.75MPa（静水圧）（給水圧力≧給湯圧力）�
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【MEMO】
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洗面器セット�



GAW-1066（20063）

当社は、当社取扱商品のユーザーさま及び流通業者さま等の個人情報を商品納入にあたっ
て取得し、将来にわたる品質保証、メンテナンス、その他当社プライバシーポリシーに記
載の目的のために利用させていただきます。個人情報の取り扱いについての詳細は、当社
ホームページの「プライバシーポリシー」をご覧ください。�

個人情報保護について�


